
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定は新型コロナウイルスの影響により変更される場合があります。 

※毎週土曜日は、朝から放課後児童クラブ開設のため、ご利用いただけるのはベビールームのみになります。 

※小学生対象の映画会、工作、折り紙教室、お話の会には、 

どなたでも参加できます。申し込みも不要です。 

 

 

にち げつ か すい もく きん ど 

   

 

1 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

2 

すこやかクラブ③ 

3 

おひさまひろば 

4 

 

5 

おやすみ 

6 

 

7 

赤ちゃんサロン 

ちびっこひろば 

小学生映画会 

15:30～ 

8 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

 

9 

すこやかクラブ④ 

 

10 

おひさまひろば 

 

11 

12 

おやすみ 

13 

 

14 

赤ちゃんサロン 

ちびっこひろば 

15 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

16 

すこやかクラブ⑤ 

17 

おひさまひろば 

小学生折紙教室 

15:30~16:00 

18 

19 

おやすみ 

20 

 

学童誕生会 

21 

赤ちゃんサロン 

ちびっこひろば 

小学生お話の会 

15:30～16:00 

22 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

23 

すこやかクラブ⑥ 

 

24 

おひさまひろば 

小学生映画会 

15:30～ 

25 

26 

おやすみ 

27 28 

赤ちゃんサロン 

ちびっこひろば 

29 

なかよしひろば 

（自由あそび） 

30 

すこやかクラブ⑦ 

 

  

いらっしゃい、原田児童館へ 

～原田児童館は、いつでもだれでも遊びに来れるあなたの居場所です～                                                                       

 あじさいの花に目がいき、ひまわりの小さな苗が原田ファームのフェンスに植えられ季節を感じるこ

とが楽しい日々です。親子間事業もスタートし訪れる子どもたちの笑顔に癒されています。是非気軽に遊

びに来てください。  

松村 恭子 

発行 神戸市立原田児童館 

〒657₋0825 神戸市灘区王子町 2-3-1 

TEL・FAX 078-801-5205 

E-mail harada-jidokan@tanenokai.jp 

当開館時間 9:30~12:00/13:00~17:00 

（日曜・祝日・警報発令時・年末年始は休館） 

令和４年６月１日 

mailto:harada-jidokan@tanenokai.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※パソコンで遊ぼう 詳しくは TEL 078-801-5205でお尋ねください。 

  月１回設定 １０：００～１１：３０ 予約制２名（１人２０～３０分） 

子育て中の保護者、パソコンが初めての方を対象（子どもさんは指導員が見守ります） 

クラブ名 申込 曜日・時間 対象 内容 

なかよしひろば 

４月２０日 開始 

不要 

(無料) 

毎週水曜日 

9:30~12:00 

０歳～小学校就学前

乳幼児とその保護者 

プログラムなし。 

自由遊びを中心に、自由参加の

広場です。 

赤ちゃんサロン 

5 月１0 日 開始 

不要 

(無料) 

毎週火曜日 

10:30~11:00 

０歳児      

とその保護者 

わらべうた、ふれあいあそびを

中心にプチプログラムで活動し

ます。 

ちびっこひろば 

5 月１０日 開始 

不要 

(無料) 

毎週火曜日 

11:00~11:30 

1 歳児 

とその保護者 

 

親子あそび、保護者交流、親と

子の触れ合いプチプログラムの

活動をします。 

おひさまひろば 

５月１３日 開始 

不要 

(無料) 

毎週金曜日 

10:30~11:00 

 

乳幼児 

とその保護者 

 

保護者交流、ふれあいあそびな

ど、プチプログラムがあります。 

ちょこっと 

子育て相談 

予約制 

希望の方は

お電話で 

相談者と要相談 

（基本午前中） 

子育てで悩んでる 

保護者の方 

専門の相談員が対応します。 

まちの保健所 予約制 月２回 火曜日 

６月７日２１日 

10:30~11:30 

 

乳幼児とその保護者 

養護教諭の資格をもつ職員が対

応します。 

原田ファーム  

両手いっぱいの苺は、口に入るまでが楽しみでもあります。緑の葉に隠れている赤い実を見つけ

た時、手にとって甘い香りをかいだ時、植物から食べ物に変わる瞬間！とても魅力的です。子ども

たちの口にそのすっぱさの記憶が残っているなら、育てた意義もありますね。そしてフェイス沿い

にひまわりの苗を植えました。一人一本植える準備をしていたのですが、雨が続いたので残念です

が数人の子どもたちとの作業になりました。夏真っ盛りには大輪のが見れることを楽しみにお世話

します。苺のあとにはサツマイモ、、、夏も秋も楽しめますように。          （堂本） 

子育て広場のご案内 

 


